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1. 信念・世界・フィクション
1.1 素朴心理学folk psychology的概念としての信念
・素朴心理学 v.s. 認知科学

1.2 信念と信念／虚構世界
・サリーとアンの実験 (Wimmer & Perner 1983; Baron-Cohen & Leslie 1985)
・エーコによる「とてもパリ的な物語」の分析 (Eco 1984)
　──5つの可能世界、WN, WNc, WR, WRc, WRcc

　新婚早々のラウールとマルグリットは互いに嫉妬深く、喧嘩を繰り返すがすぐに仲直
りをする。(第1～3章)　ある朝ラウール、マルグリットそれぞれのもとに、相手が「ごき
げんな」en belle humuer ところを見たいと思うのであれば、木曜日の仮面舞踏会にい
きなさいと伝える手紙が届く。手紙によればラウールは聖堂騎士団員に、マルグリット
はコンゴの丸木舟に仮装しているはずであるという。二人が互いに口実を作るところ
で、仮面舞踏会のシーンに物語は転じる。(第4章)　 仮面舞踏会では午前三時に聖堂騎士
団員がコンゴの丸木舟を夜食に誘う。(第5章)　レストランの個室で聖堂騎士団員は、自
らの仮装を取り、そして丸木舟の仮装をはぎ取る。しかし男はラウールではなく、女は
マルグリットではなかった。「同時に、二人とも、驚きの声を上げた。お互い見たこと
もない顔だった。」(第6章)　ラウール、マルグリットが「このちょっとした災難」を教
訓として幸せになったことを告げ、テクストは幕を閉じる。(第7章)

WR: 読者が思い描く可能世界
WRc: 登場人物たちが思い描く
ものとして読者が想定する可

能世界

WRcc: 登場人物が思い描いて
いるものとして他の登場人物
が思い描いていると読者が想

定する可能世界

R6: 聖堂騎士団員に扮したラ
ウールは自分の愛人と出会っ
たが誤ってZ3を信じている

Z3: 丸木舟はマルグリットで
ある

R7: 丸木舟に扮したマルグ
リットは自分の愛人と出会っ
たが誤ってZ4を信じている 

Z4: 聖堂騎士団員はラウール
である

R8: それぞれ聖堂騎士団員、
丸木舟に扮したラウールとマ
ルグリットが出会ったが、二
人はそれぞれZ5、Z7を信じて
いる

Z5: 丸木舟に扮したマルグ
リットはZ6を信じている
Z7: 聖堂騎士団員に扮したラ
ウールはZ8を信じている

Z6: 聖堂騎士団員はマルグ
リットの愛人である
Z8: 丸木舟はラウールの愛人
である

1.3 志向的／様相的文脈の不透明性
・指示の不透明性

- ジョージ4世は、スコットが「ウェイヴァリー」の作者なのだろうかと考えた。
(Russell 1905; Dennett 1987)



- バージェスは、藪のなかでカサカサ音を立てている生き物がニシキヘビではないかと恐
れている。(Dennett 1987)

- 9が7よりも大きいことは必然的である。(Quine 1980)

2. フィクション論における信念
2.1 フィクションのパラドクス

1. ある人々（感情主体emoterと呼ぼう）はときとして自分が虚構だと考えている人物や
状況にたいして感情を経験する。

2. いかなる人であれ、感情を経験するのは、自分の感情の対象が存在しかつその感情に
特有の感情誘発属性emotion inducing propertyの少なくともあるものを有していると自
分で信じているときのみである。

3. 自分の感情の対象が虚構であると考えているどのような感情主体も、自分の感情の対
象が存在し、何らかの感情誘発属性を有しているとは信じていない。(Yanal 1999）

2.2 ラドフォードの議論──不合理なものとしての感情

われわれが何らかの方法で芸術作品に心を動かされるということは、われわれにとって
とても「自然」でありその意味ではあまりにわかりやすいことである反面、われわれを
矛盾inconsistency、不整合inconherencyに巻きこむことでもある。(Radford 1975)

2.3 パスキンズ、マコーミックらの議論──現実の対象に対する感情

クンデラの小説［『存在の耐えられない軽さ』を指す］を読んでわれわれが信じること
になることがらの一部分は、例えばトマシュの同情に似た何らかの現実の行動が道徳的
に意味のあるものだということである。(McCormick 1985)

2.3 ウォルトンの議論──感情emotion／疑似感情quasi-emotion

彼［チャールズ］はほんとにそれ［スライム］を恐れているのだろうか。私はそうでは
ないと考える。チャールズの状況は、いくつかの明らかな点において、今起こりつつあ
る現実の災難に恐怖する人間のそれに似ている。筋肉は張りつめ、椅子にしがみつき、
脈も速くなり、アドレナリンが湧きでてくる。この生理学的心理学的状態を、疑似恐怖
quasi-fearと呼ぶことにしよう。しかしこの状態は、それ単体で真の恐怖genuine fearを
構成するものではない。(Walton 1990)

2.4 テーゼ2は必要か？
・指示の問題との同型性
──ラッセルの記述理論とそのフィクション論への影響

- 現在のフランス国王は禿である。[The present king of France is bald.]

-「現在のフランス国王」である x が存在し、「現在のフランス国王」であるい 

かなるものもそれは x と同一であり、その x は禿である。

- ∃x (Fx ∩ ∀y (Fy ⊃ y = x) ∩ Bx)

・人文学研究への示唆
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